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平
成
20
年
４
月
実
施 

　
現
在
、
老
人
医
療
受
給
対
象
者
の
方

（
75
歳
以
上
、
寝
た
き
り
等
一
定
の
障

が
い
が
あ
る
方
は
65
歳
以
上
）
は
、
今

加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
（
国
保
、
社

会
保
険
、
共
済
組
合
等
）
か
ら
３
月
31

日
を
も
っ
て
脱
退
し
、
４
月
か
ら
『
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
』
で
医
療
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
な
お
、
加
入
に
関
す
る
手
続
き
（
申

請
書
の
提
出
等
）
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

◎
問
合
せ
先 

　
市
役
所
本
庁
保
険
課 

　
　
　
　
　
　
　
　  

��

62 -

１
１
１
８ 

　
保
険
課
（
本
庁
窓
口
）
　 

　
　
　
　
　
　
　
　  

��

62 -

１
１
１
７ 

　
合
川
支
所
市
民
福
祉
課 

　
　
　
　
　
　
　
　  

��

78 -

２
１
１
３ 

　
森
吉
支
所
市
民
福
祉
課 

　
　
　
　
　
　
　
　  

��

72-

３
１
１
５ 

　
阿
仁
支
所
市
民
福
祉
課 

　
　
　
　
　
　
　
　  

��

82-

２
１
１
３ 

被保険者証（保険証）が変わります

　国保や社会保険、共済組合

等に加入しながら『老人保健

医療制度』で医療を受けます。

３
月
下
旬
に
後
期
高
齢
者
医
療 

被
保
険
者
証
（
保
険
証
）
が
送 

付
さ
れ
ま
す 

受付 

平成２０年３月まで

保険証 
老人保健 
医　　療 
受給者証 

－医療機関窓口で掲示するもの－ 

・加入している医療保険の保険証　 

・老人保健医療受給者証など 

　75歳以上（一定の障がいが

ある方は65歳以上）の方のみ

の医療制度『後期高齢者医療

制度』で医療を受けます。　

受付 

平成２０年４月から

後期高齢者医療制度
スタート

－医療機関窓口で掲示するもの－ 

・新たに発行される後期高齢者医療の保険証など 

○新しい保険証は、３月下旬にお手元に届きます。４月１日からは新しい保険証を医療機

　関窓口に持参して受診してください。 

○現在持っている保険証、老人保健医療受給者証については、各保険者の指示にしたがっ

　て処理してください。 

※現在６５歳～７４歳の老人保健医療受給対象者の方（障がい認定を受けている方） 

　後期高齢者医療制度に加入し、被保険者となりますが、あらかじめ市町村に対し、障が

い認定の申請を撤回する申し出を行った場合には、後期高齢者医療制度の被保険者とならず、

引き続き、国保や社会保険等で医療を受けることができます。 

　
年
額
18
万
円
以
上
の
年
金
を
受
け
と
っ

て
い
る
方
は
、
４
月
15
日
の
年
金
支
給
日

か
ら
、
介
護
保
険
料
と
同
様
に
年
金
か
ら

天
引
き
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
（
特
別

徴
収
）。 

　
そ
れ
以
外
の
方
は
、
納
付
書
や
口
座
振

替
等
に
よ
り
市
町
村
に
納
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
（
普
通
徴
収
）。 

※
介
護
保
険
料
と
合
わ
せ
た
保
険
料
額
が
、

年
金
額
の
２
分
の
１
を
超
え
る
場
合
は
、

普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
。 

   

　
７
月
に
、
保
険
料
額
決
定
通
知
書
と
納

入
通
知
書
（
納
付
書
等
）
が
送
付
さ
れ
ま
す
。 

　
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
方
は
、
１
期

か
ら
３
期
ま
で
（
７
月
か
ら
９
月
ま
で
）

納
付
書
や
口
座
振
替
等
に
よ
り
市
町
村
へ

納
め
、
10
月
か
ら
は
年
金
よ
り
天
引
き
と

な
り
ま
す
。 

   

　
10
月
に
、
保
険
料
額
決
定
通
知
書
と
納

入
通
知
書
（
納
付
書
等
）
が
送
付
さ
れ
ま
す
。 

　
１
期
か
ら
３
期
ま
で
（
７
月
か
ら
９
月

ま
で
）
は
保
険
料
の
徴
収
が
あ
り
ま
せ
ん
。

10
月
か
ら
、
特
別
徴
収
の
方
は
年
金
よ
り

天
引
き
と
な
り
、
普
通
徴
収
の
方
は
、
納

付
書
や
口
座
振
替
等
に
よ
っ
て
納
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。 

 

■
１
月
１
日
現
在
で
国
民
健
康
保 

　
険
・
国
保
組
合
に
加
入
さ
れ
て 

　
い
る
方 

保
険
料
の
徴
収
が
始
ま
り
ま
す 

■
３
月
31
日
現
在
で
社
会
保
険
等 

　
の
加
入
者
本
人
で
あ
る
方 

■
３
月
31
日
現
在
で
社
会
保
険
等 

　
の
扶
養
者
で
あ
る
方 

■特別徴収の対象者の方には、４月上旬に仮微収額決定通知書と 
　特別微収開始通知書が送付されます。 

年　金 
支給月 

平成20年 
４月 

平成20年 
６月 

平成20年 
８月 

平成20年 
10月 

平成20年 
12月 

平成21年 
２月 

■普通徴収の対象者の方には、７月上旬に保険料額決定通知書と 
　納入通知書（納付書等）が送付されます。納期は全部で８期あります。 

年　月 

納　期 

平成21年 平成20年 

７月 

１期 

８月 

２期 

９月 

３期 

10月 

４期 

11月 

５期 

12月 

６期 

１月 

７期 

２月 

８期 

70〜74歳の方の医療費自己負担（前期高齢者）

　昨年の制度改正では、70～74歳の方の医療費自己負担については、平成20年４月

から「２割負担」に見直されることとされていたものを、平成21年３月までの１年

間、医療費自己負担が「１割負担」に据え置かれます。 

　平成20年４月から医療機関等で使用する「前期高齢受給者証」については、３月

下旬に郵送します。 

※一定以上所得者及び後期高齢者医療制度の対象となる一定の障がい認定を受けた

方は除く。 

65〜74歳の退職者医療国保（ねずみ色）に加入の方へ

　平成20年４月より健康保険制度の改正により保険証が変わります。 

　平成20年４月から医療機関等で使用する「国民健康保険証」（ラベンダー色）については、３月下旬に

郵送します。 

　なお、平成20年４月以降に６５歳に到達する上記の該当者の方へは有効期限の前に随時郵送します。 

以下の「国保加入者」の方は制度変更が行われます

１割負担

74歳 70歳 

　【新しい「前期高齢受給者証」「国民健康保険証」が届いたら、�

　　　　　　　　　　　　　　　　　古いものは有効期限等を確認し、破棄してください】

〜

後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度
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◎
付
加
年
金
　
付
加
保
険
料
（
月
額
400

円
）
を
納
め
た
人
は
、
納
付
月
数
×
200

円
が
老
齢
基
礎
年
金
に
加
算
さ
れ
ま
す
。 

◎
寡
婦
年
金
　
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け

る
は
ず
だ
っ
た
夫
（
25
年
以
上
納
付
）

が
死
亡
し
た
と
き
、
10
年
以
上
婚
姻
関

係
の
あ
っ
た
妻
に
60
歳
か
ら
65
歳
に
な

る
ま
で
、
夫
が
受
け
る
は
ず
だ
っ
た
年

金
額
の
４
分
の
３
が
支
給
さ
れ
ま
す
。 

◎
死
亡
一
時
金
　
保
険
料
を
３
年
以
上

納
め
た
人
が
何
の
年
金
も
受
け
ず
に
亡

く
な
っ
た
と
き
、
遺
族
に
保
険
料
納
付

月
数
に
よ
っ
て
12
万
円
か
ら
32
万
円
ま

で
支
給
さ
れ
ま
す
。 

第
１
号
被
保
険
者
は
独
自
給
付 

と
し
て
次
の
給
付
が
あ
り
ま
す 

　学生納付特例制度とは、大学・専門学校等の学

生で本人の前年所得が118万円以下である場合、

申請をして承認を受けると在学期間中の保険料が

後払いできる制度です。（夜間部、通信制、定時

制に在学の学生も対象となりました。） 

※手続きには、学生証または在学証明書、印鑑を 
　持参してください。 

学生納付特例制度  

　年金受給者の皆さんの手続きの簡素化を進める

ため、住民基本台帳ネットワークシステムを活用

した現況確認を実施しています。 

　このため、これまで毎年誕生月に提出の必要が

あった「年金受給権者現況届」が省略できること

になります。 

　ただし、次に該当する方は今後も現況届の提出

が必要になります。 

●外国籍（外国人登録）の方 

●外国に居住している方 

●社会保険庁で保有している本人基本情報（氏名、

　性別、生年月日、住所）と住民基本台帳ネット

　ワークの情報が相違しており、住民票コードを

　確認できない方等 

　なお、加給年金額対象者の生計維持確認や診断

　書等の提出は引き続き必要になります。 

住民基本台帳ネットワークを活用した 
年金受給者の現況確認を実施しています 
 

　国民年金保険料の納め忘れがありますと思わ

ぬ病気やケガで障害者になったり、一家の働き

手を失った時など、障害基礎年金や遺族基礎年

金が受けられなくなる場合があります。 

　また将来、老後の生活の支えとなる老齢基礎

年金の額が少なくなったり、受けられなくなっ

たりします。なお、平成19年度分の保険料は４

月末日が納期限です。保険料の納め忘れがない

か今一度確かめてください。 

保険料の納め忘れはありませんか 

・加入期間の全てが第１号被保険者の期間であ

る人が老齢基礎年金を請求する場合 

・第１号被保険者期間中や20歳前に初診日の

ある人が障害基礎年金を請求する場合 

・第１号被保険者期間中に死亡した場合 

こんな時は年金の請求を市で行います 

　保険料は１年分または６ヵ月分まとめて前

納することもできます。前納すると納め忘れ

がなく、保険料も割り引かれ大変お得です。 

納付はお得な前納で  

平成20年度の保険料は14,410円 

　保険料は、１ヵ月14,410円、付加保険料は１ヵ

月400円です。 

（全額・３／４・半額・１／４免除） 

１．前年の所得（収入）が少なく、保険料を納め

ることが困難な場合 

２．障がい者または寡婦であって前年の所得が

125万円以下の場合 

３．生活保護法による生活扶助以外の扶助を受け

ている場合 

（若年者納付猶予制度） 

30歳未満の方で、就職が困難あるいは失業などに

より収入が少なく、保険料の納付が困難なときは、

前年の所得審査により保険料の納付が猶予される

制度があります。

どうしても保険料を納められないとき（申請手続を） 

◎お問い合わせ　市役所保険課　�62－1117 

　　　　　　　　または各支所市民福祉課 

                

     
　
わ
が
国
は
世
界
一
の
長
寿
国
で
あ
る
と
と
も
に
、
急

速
に
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
な
か
で
も
秋
田
県
は

県
人
口
に
占
め
る
65
歳
以
上
の
人
口
割
合
が
高
く
、
全

国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
あ
り
ま
す
。
言
い
換
え
れ
ば

｢

老
後
の
時
間
の
長
い
社
会｣

に
な
り
つ
つ
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
老
後
を
豊
か
な
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、

生
活
そ
の
も
の
が
安
定
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
国
民
年
金
は
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。 

　
ま
た
、
誰
も
が
健
康
で
そ
し
て
豊
か
な
老
後
を
送
る

た
め
に
、
国
民
年
金
制
度
を
ま
す
ま
す
安
定
し
た
も
の

に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
年
金
は
、
被
保

険
者
（
現
役
の
世
代
）
が
受
給
者
（
か
つ
て
の
現
役
世

代
）
を
助
け
、
そ
の
現
役
の
世
代
が
年
を
と
っ
た
と
き
、 

そ
の
次
の
世
代
が
支
え
て
い
く
と
い
う
よ
う
に
、
世
代

と
世
代
の
助
け
合
い
で
成
り
立
っ
て
い
る
制
度
で
す
。 

　
国
民
年
金
に
は
必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

が
決
め
ら
れ
て
い
て
、
日
本
国
内
に
住
所
の
あ
る
20
歳

以
上
60
歳
未
満
の
人
で
、
保
険
料
を
納
め
る
方
法
の
違

い
に
よ
っ
て
上
記
の
３
種
類
に
分
か
れ
ま
す
。 

   

　
第
３
号
被
保
険
者
は
、
自
ら
保
険
料
を
納
め
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
届
出
が
必
要
で
す
。
届
出
が
遅
れ

た
り
、
怠
っ
た
り
し
ま
す
と
、
将
来
年
金
が
受
け
ら
れ

な
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

　
配
偶
者
の
扶
養
に
な
っ
た
届
出
は
配
偶
者
の
事
業
所

を
経
由
し
ま
す
が
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
市
役
所
年
金

担
当
の
窓
口
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。 

・
パ
ー
ト
収
入
が
増
え
て
扶
養
か
ら
は 

　
ず
れ
た
と
き 

・
配
偶
者
が
会
社
を
定
年
退
職
し
た
と
き 

・
配
偶
者
が
会
社
を
辞
め
て
自
営
業
に 

　
な
っ
た
と
き 

・
配
偶
者
と
死
別
し
た
と
き 

・
離
婚
し
た
時 

明
日
を
支
え
る 

　
　
　
国
民
年
金
制
度 

第
３
号
被
保
険
者
は 

　
　
　
　
届
出
が
必
要
で
す 

　
国
民
年
金
は
、
厚
生
年
金
・
船
員
保
険
・
共
済
組
合
な
ど
の
被
用
者

保
険
に
加
入
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
農
業
、
漁
業
、
商
業
な
ど
の
自
営

業
の
人
、
サ
ー
ビ
ス
業
、
自
由
業
な
ど
の
人
と
そ
の
家
族
の
た
め
の
年

金
制
度
で
、
20
歳
以
上
の
学
生
の
皆
さ
ん
も
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。 

学
生
も
２０
歳
に
な
っ
た
ら
年
金
加
入 

あ
な
た
の
た
め
に
、
み
ん
な
の
た
め
に 

第１号被保険者

第２号被保険者

第３号被保険者

農林漁業者・自営業者 

学生・フリーター等 

サラリーマンやＯＬ、公務員等 

厚生年金・共済年金加入者 

厚生年金・共済年金加入者（第２号 
被保険者）に扶養されている配偶者 

保険料は給料から天引き

保険料は配偶者の加入制度で負担します

保険料は月額14,410円納めます

　申込用紙を提出するとクレジットカードで

の納付が可能となります。 

　申込は、鷹巣社会保険事務所にご連絡くだ

さい。　�６２－１４９７ 

クレジットカード納付も可能です 

〈国民年金制度について〉
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「すこやか健康講座」から

　
市
民
の
生
活
習
慣
病
予
防
を
目
的
と
し
た「
す
こ
や
か
健
康
講
座
」
が
１
月
か

ら
２
月
に
か
け
て
３
回
に
わ
た
り
市
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
多
く
の
市
民
が
専

門
の
医
師
に
よ
る
講
演
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。 

　
こ
の
う
ち
、「
認
知
症
」と「
歯
周
病
」予
防
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
座
に
つ
い
て
、そ

の
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

●
塩
分
と
動
物
性
脂
肪
を
控
え
た
食
事
を 

●
適
度
に
運
動
を
行
い
足
腰
を
丈
夫
に 

●
深
酒
と
タ
バ
コ
は
や
め
る 

●
生
活
習
慣
病
の
予
防
・
早
期
発
見
を 

●
転
倒
に
注
意 

頭
の
打
撲
は
ぼ
け
招
く 

●
興
味
と
好
奇
心
を
持
つ
よ
う
に 

●
考
え
を
ま
と
め
て
表
現
す
る
習
慣
を 

●
細
や
か
な
気
配
り
を
し
た
人
付
き
合
い 

●
い
つ
も
お
し
ゃ
れ
心
を
忘
れ
ず
に 

●
く
よ
く
よ
し
な
い
で
明
る
い
気
分
で 

    

　
１
月
25
日（
金
）に
開
催
さ
れ
た
講
座
の

テ
ー
マ
は
、「
認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
よ

う
！
」。
講
師
に
は
、
秋
田
県
脳
血
管
研
究

セ
ン
タ
ー
神
経
内
科
学
研
究
部
長
兼
神
経

内
科
科
長
の
長
田
乾
氏
を
迎
え
ま
し
た
。 

　
講
演
で
長
田
氏
は
、
ま
ず
、
認
知
症
の

全
国
と
秋
田
県
の
患
者
数
な
ど
の
統
計
に

つ
い
て
説
明
。
全
国
で
高
齢
化
率
が
最
も

高
い
秋
田
県
で
は
、
現
時
点
で
の
患
者
数

は
２
・
４
万
人
、
予
備
軍
が
６
・
３
万
人
と

推
計
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。 

　
図
表
を
示
し
な
が
ら
、「
病
気
を
治
す
薬 

は
ま
だ
み
つ
か
っ
て
い
な
い
が
、
進
行
を

遅
ら
せ
る
こ
と
は
で
き
る
。
ま
た
、
10
年

以
内
に
は
薬
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、

で
き
る
だ
け
早
く
治
療
を
始
め
る
こ
と
が

大
切
」
と
予
防
対
策
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
状
況
を
説
明
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
認
知
症
老
人
が
リ
フ
ォ
ー
ム
詐
欺

の
被
害
に
あ
っ
た
事
例
や
、
交
通
事
故
で

加
害
者
と
な
っ
た
事
例
を
紹
介
し
な
が
ら
、

「
こ
の
病
気
は
直
接
死
に
つ
な
が
る
病
気
で

は
な
い
が
、
そ
れ
が
原
因
で
事
故
に
遭
う
・

起
こ
す
、
犯
罪
の
被
害
を
受
け
る
、
生
活

に
支
障
が
出
る
な
ど
の
問
題
が
起
き
る
。

周
囲
が
で
き
る
だ
け
早
く
気
づ
き
、
支
え

て
あ
げ
る
こ
と
が
必
要
」
と
続
け
ま
す
。 

　
そ
の
上
で
、
▽
同
じ
話
し
や
質
問
を
繰

り
返
す
▽
日
付
、
曜
日
、
場
所
を
正
確
に

把
握
で
き
な
い
▽
人
や
物
の
名
前
を
思
い

出
せ
な
い
▽
電
話
の
伝
言
を
忘
れ
る
▽
み

だ
し
な
み
に
無
頓
着
に
な
る
、
と
い
っ
た
、

認
知
症
が
疑
わ
れ
る
人
に
見
ら
れ
る
兆
候

の
い
く
つ
か
を
例
示
し
ま
し
た
。 

　
聴
講
者
の
中
に
は
、
少
し
不
安
そ
う
な

表
情
で
話
を
聞
く
人
も
い
ま
し
た
が
、
長

田
氏
は
、「
例
え
ば
新
聞
を
片
付
け
た
場
所 

を
忘
れ
る
こ
と
と
、
片
付
け
た
こ
と
自
体

を
忘
れ
る
こ
と
は
性
格
が
異
な
る
。
心
配

な
の
は
後
者
。
一
時
的
に
人
の
名
前
を
思

い
出
せ
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
は
、
加
齢

に
よ
る
も
の
で
、
正
常
範
囲
」
と
、
物
忘

れ
と
認
知
症
の
区
別
に
つ
い
て
説
明
を
加

え
ま
し
た
。 

   

　
こ
の
よ
う
な
、
認
知
症
の
現
状
や
症
状

の
例
を
説
明
し
な
が
ら
長
田
氏
は
、
特
に

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
に
よ
る
危
険
因
子
に

は
、
加
齢
や
遺
伝
子
、
高
血
圧
と
い
っ
た

生
物
学
的
な
も
の
の
ほ
か
に
、
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
、

「
高
血
圧
な
ど
の
病
気
を
き
ち
ん
と
治
療
し
、 

脳
を
生
活
習
慣
病
か
ら
守
る
こ
と
、
常
に

新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
、
脳
を
鍛
え
る
こ

と
、
音
楽
鑑
賞
や
リ
ズ
ム
で
体
を
動
か
す

こ
と
も
効
果
的
。
ま
た
、
家
に
閉
じ
こ
も

ら
ず
社
会
と
の
接
点
を
増
や
し
、
家
庭
で

は
笑
い
声
の
絶
え
な
い
朗
ら
か
な
環
境
が

理
想
的
」と
、
予
防
策
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。 

　
加
え
て
、「
脳
を
助
け
る
食
生
活
も
大
切
」

と
、
▽
カ
ロ
リ
ー
を
摂
り
過
ぎ
な
い
こ
と

▽
毎
日
７
種
類
以
上
の
野
菜
と
果
物
を
食

べ
る
こ
と
▽
青
魚（
魚
油
）を
食
べ
る
こ
と
、

ま
た
、
▽
穀
類
、
豆
類
、
芋
類
を
多
め
に

摂
取
す
る
▽
バ
タ
ー
や
ラ
ー
ド
の
代
わ
り

に
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を
使
う
▽
獣
肉
を
あ

ま
り
食
べ
な
い
、
と
い
っ
た
食
生
活
の
コ

ツ
と
注
意
点
を
紹
介
し
ま
し
た
。 

　
２
月
13
日
に
は
、「
歯
周
疾
患
の
予
防
と

治
療
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
北
秋
中

央
病
院
歯
科
口
腔
外
科
の
小
松
賢
一
科
長

を
講
師
に
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
は
じ
め
に
小
松
氏
が
、「
歯
周
疾
患
は
歯

の
周
り
の
組
織
が
侵
さ
れ
る
病
気
の
こ
と

で
、
以
前
は
歯
槽
膿
漏
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

特
に
大
人
に
な
っ
て
か
ら
問
題
に
な
る
。

は
じ
め
の
う
ち
は
自
覚
症
状
が
少
な
い
が
、

進
行
す
る
と
歯
や
歯
を
支
え
て
い
る
骨
が

溶
け
、
歯
が
抜
け
落
て
し
ま
う
。
さ
ら
に
、

放
っ
て
お
く
と
い
ろ
い
ろ
な
病
気
を
引
き

起
こ
す
怖
い
病
気
」、
な
ど
と
前
置
き
し
、

本
題
に
入
り
ま
し
た
。 

　
続
い
て
、「
歯
を
失
う
原
因
は
、
老
化
よ

り
も
歯
周
疾
患
。
割
合
で
は
、
む
し
歯
は

37 
％
だ
が
、
歯
周
病
は
50
％
と
高
い
。
ま

た
、
歯
垢（
プ
ラ
ー
ク
＝
歯
の
周
り
に
つ
く

白
い
カ
ス
で
、
細
菌
の
集
団
）が
む
し
歯
と

歯
周
病
の
最
大
の
原
因
」、
と
説
明
し
ま
す
。 

　
ま
た
秋
田
県
人
の
歯
周
疾
患
の
状
況
と

し
て
、
一
人
当
た
り
の
歯
の
数
が
全
国
平

均
と
比
べ
て
少
な
い
こ
と
、
歯
周
病
進
行

の
め
や
す
と
な
る
深
さ
４
㍉
以
上
の
歯
周

ポ
ケ
ッ
ト（
細
菌
が
た
ま
る
歯
と
歯
茎
の
間

の
す
き
間
）が
あ
る
人
の
割
合
も
平
均
よ
り

高
い
こ
と
な
ど
の
調
査
結
果
を
紹
介
し
、

話
を
進
め
ま
し
た
。 

　
小
松
氏
が
話
さ
れ
た
歯
周
病
の
原
因
と

進
行
、
予
防
の
た
め
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
は

次
の
と
お
り
で
す
。 

 [

歯
周
病
の
原
因
と
進
行] 

▽
歯
周
病
の
始
ま
り
は
歯
肉
炎
。
歯
垢
の

中
の
細
菌
が
歯
ぐ
き
を
侵
し
、
赤
く
は
れ

る
、
む
ず
が
ゆ
い
、
な
ど
の
症
状
が
出
る

▽
歯
肉
が
炎
症
で
は
れ
て
歯
ぐ
き
に
ポ
ケ
ッ

ト
が
で
き
る
。
炎
症
が
進
む
と
ポ
ケ
ッ
ト

が
深
く
な
り
、
歯
周
病
菌
が
歯
周
組
織
に

侵
入
し
、
歯
槽
骨
や
歯
根
膜
を
溶
か
し
始

め
る 

▽
末
期
に
は
歯
根
が
露
出
し
て
歯
が
ぐ
ら

ぐ
ら
し
、
最
後
に
は
歯
が
抜
け
落
ち
る 

[

予
防
法] 

▽
早
期
発
見
、
早
期
治
療 

▽
正
し
い
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
に
よ
る
歯
磨
き 

▽
歯
石
の
除
去
（
歯
科
で
の
治
療
） 

▽
飲
食
の
回
数
を
へ
ら
す 

▽
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る 

▽
禁
煙 

[

歯
み
が
き
の
コ
ツ] 

▽
鏡
で
確
認
し
な
が
ら
み
が
く 

▽
み
が
き
に
く
い
と
お
も
う
と
こ
ろ
か
ら

み
が
く 

▽
毛
先
を
き
ち
ん
と
あ
て
る 

▽
軽
い
力
で
み
が
く 

▽
小
刻
み
に
み
が
く 

▽
歯
間
ブ
ラ
シ
や
デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス
を
使

い
、
歯
と
歯
の
間
も
み
が
く 

 

　
最
後
に
小
松
氏
は
、
「
健
康
な
歯
で
食

事
や
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
む
こ
と
は
、
生

活
の
質
を
高
め
、
人
生
を
豊
か
に
過
ご
す

こ
と
に
つ
な
が
る
。
歯
周
病
は
生
活
習
慣

病
と
さ
れ
、
喫
煙
や
ス
ト
レ
ス
、
不
摂
生

な
生
活
も
原
因
に
な
る
の
で
、
正
し
い
歯

磨
き
と
と
も
に
、
普
段
の
生
活
を
見
直
し
、

歯
の
寿
命
を
延
ば
し
て
い
つ
ま
で
も
健
康

に
」
と
、
会
場
に
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。 

 

　
ボ
ケ
予
防
十
か
条 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
ぼ
け
予
防
協
会
） 

歯
の
寿
命
を
延
ば
し
て 

い
つ
ま
で
も
健
康
に 

 

認
知
症
を
正
し
く 

　
　
理
解
し
予
防
策
を 

ボ
ケ
に
く
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル 

と
脳
を
助
け
る
食
生
活 

効
果
的
な
歯
み
が
き
の
方
法 

歯と歯の間を磨く 歯と歯ぐきの間を磨く

歯ブラシの毛先を歯
と歯の間に入れて細
かく左右に動かす 

歯ブラシの毛先を歯と
歯ぐきの境にあてて、
細かく振動させる 

市
保
健
セ
ン
タ
ー「
す
こ
や
か
健
康
講
座
」か
ら 

▲健康に関心を持つ市民が生活習慣病に
ついて学んだ「すこやか健康講座」 

▲認知症は高齢化に比例するため、その予防

対策が大きな課題となっています 

秋田県の認知症の推計 

秋田県の人口 

高齢者人口（28％） 

認知症患者（高齢者人口の7.5％） 

認知症予備軍（高齢者人口の20％） 

認知症予備軍の3年後の認知症 

112万人 

31.4万人 

2.4万人 

6.3万人 

1.8万人 

一人平均の歯の数 

平成18年度秋田県歯科疾患実態調査より 

40～ 
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0
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多重債務問題に関する研修会市長日誌�����

■
自
殺
の
大
き
な
原
因
「
多
重
債
務
」 

　
研
修
会
は
、
北
秋
田
地
域
振
興
局
鷹
巣

阿
仁
福
祉
環
境
部
が
主
催
。
全
国
で
の
自

殺
率
が
ト
ッ
プ
の
不
名
誉
な
記
録
が
続
く

秋
田
県
で
は
、
そ
の
原
因
別
で
、
「
病
苦
」

に
次
い
で
第
２
位
と
な
っ
て
い
る
の
が
「
生

活
経
済
苦
」
で
、
自
殺
原
因
の
約
３
分
の

１
を
占
め
て
い
ま
す
。
県
で
は
こ
れ
ま
で

も
、
自
殺
に
結
び
つ
く
様
々
な
問
題
に
対

し
て
各
種
の
研
修
会
や
相
談
活
動
を
展
開

し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
の
こ
の
催
し
も
、

専
門
家
の
指
導
を
通
し
て
、
債
務
者
等
関

係
者
の
悩
み
の
解
決
の
糸
口
を
見
出
し
て

も
ら
お
う
と
、
開
か
れ
た
も
の
で
す
。 

　
講
師
は
、「
能
代
ひ
ま
わ
り
基
金
法
律
事

務
所
」
の
伊
藤
崇
弁
護
士
。
自
ら
が
携
わ
っ

た
昨
年
７
ヶ
月
間
の
相
談
活
動
の
概
要
を

紹
介
し
、
▽
受
任
の
状
況
（
相
談
を
受
け
、

解
決
策
を
講
じ
た
ケ
ー
ス
）
▽
債
務
者
が

直
面
す
る
困
難
▽
債
務
整
理
の
現
状
と
課

題
の
３
つ
に
分
け
て
講
演
し
ま
し
た
。 

■
陥
る
雪
だ
る
ま
式
の
借
金 

　
ま
ず
、
相
談
者
の
多
く
は
、
借
り
入
れ

１
社
へ
の
利
息
返
済
の
た
め
に
次
々
と
業

者
か
ら
借
り
て
い
く
「
雪
だ
る
ま
式
」
の

借
金
に
陥
り
、
頭
を
抱
え
込
ん
で
い
る
状

況
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
紹
介
。
借
金
を

重
ね
る
過
程
の
中
で
は
業
者
の
質
が
低
下

し
て
い
る
こ
と
と
、
「
ヤ
ミ
金
融
」
の
暗

躍
等
も
あ
っ
て
、
業
者
側
の
過
剰
な
貸
付

け
行
為
も
大
き
く
影
響
し
て
い
る
こ
と
を

指
摘
し
ま
し
た
。 

　
次
に
、
賃
金
水
準
の
低
い
秋
田
県
で
は

通
常
の
収
入
か
ら
の
返
済
は
無
理
な
状
態

で
あ
る
こ
と
な
ど
に
触
れ
た
上
で
、
こ
の

こ
と
が
原
因
と
な
っ
て
、
▽
過
酷
な
取
り

立
て
に
精
神
障
害
を
被
る
▽
住
居
、
家
業

を
失
う
▽
人
間
関
係
（
家
庭
、
職
場
）
の

破
綻
と
社
会
的
孤
立
に
陥
る
な
ど
、
極
め

て
困
難
の
度
合
い
が
高
く
な
っ
て
い
く
こ

と
を
説
明
し
ま
し
た
。 

■
３
つ
の
解
決
方
法 

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
に
あ
っ
て
、
弁

護
士
が
介
す
る
債
務
整
理
（
解
決
策
）
に

つ
い
て
次
の
３
つ
の
方
法
が
あ
る
こ
と
を

示
し
ま
し
た
。 

▽
任
意
（
私
的
）
整
理
＝
借
金
の
返
済
が
条

件
。弁
護
士
な
ど
に
依
頼
し
て
業
者
等
と
の
交

渉
を
す
る  

▽
個
人
再
生
＝
裁
判
所
を
通
し
て
、
債
務

を
圧
縮
。
家
財
は
守
れ
る 

▽
自
己
破
産
＝
自
己
財
産
は
放
棄
処
分 

　
伊
藤
氏
は
、「
３
つ
の
方
法
い
ず
れ
に
も

メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
が
、
多
重

債
務
か
ら
開
放
さ
れ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な

い
。
要
は
、
割
り
切
っ
て
問
題
の
解
決
を

図
る
こ
と
」
と
述
べ
、
善
後
策
を
構
ず
る

た
め
に
専
門
家
や
公
的
機
関
へ
の
相
談
を

最
大
限
に
活
用
す
る
こ
と
で
「
解
決
」
へ
の

道
が
開
か
れ
て
い
く
こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。 

　
そ
の
一
方
で
、「
整
理（
解
決
）の
影
に
連

帯
保
証
人
や
名
義
貸
し
等
の
第
三
者
の
犠

牲
が
存
在
す
る
」「
根
本
原
因
は
、
無
職
、

低
賃
金
、
無
計
画
の
生
活
設
計
と
い
っ
た

債
務
を
生
む
社
会
構
造
」
と
、
多
重
債
務

に
陥
り
や
す
い
社
会
の
状
況
を
根
本
的
に

変
え
な
い
限
り
、
債
務
者
を
減
少
さ
せ
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
話

し
て
い
ま
し
た
。 

■
悩
む
前
に
相
談
を 

　
講
演
の
後
、
「
相
談
活
動
の
内
容
と
秋

田
県
の
自
殺
問
題
を
考
え
合
わ
せ
た
場
合
、

ど
う
思
う
か
」
と
の
問
い
に
対
し
、
伊
藤

氏
は
、
「
秋
田
の
人
は
非
常
に
真
面
目
と

い
う
印
象
。
そ
の
責
任
感
ゆ
え
に
思
い
悩

み
、
自
殺
と
言
う
結
果
に
つ
な
が
る
の
か

も
し
れ
な
い
。
悩
む
前
に
、
ま
ず
は
私
た

ち
に
相
談
し
て
ほ
し
い
」
と
、
専
門
家
・

関
係
機
関
へ
の
相
談
が
先
決
で
あ
る
こ
と

を
訴
え
て
い
ま
し
た
。 

 

■
弁
護
士
事
務
所
以
外
の
相
談
先
の
例 

▽
大
館
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
＝
大
館
市
有

浦
・
大
館
市
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
（
秋
田
弁
護
士
会
�

０
１
８-

８
９
６-

５
５
９
９
で
予
約
） 

▽
秋
田
県
生
活
セ
ン
タ
ー
＝
秋
田
市
・
ア

ト
リ
オ
ン
内
（
�

０
１
８-

８
３
５-

０
９

９
９
）

▲市民、行政関係者など約１２０人が聴講した

多重債務問題についての講演会（２月８日、

市交流センターで） 
「
多
重
債
務
問
題
に
関
す
る
研
修
会
」か
ら 

◇
２
月
１
日
〜
15
日 

１
日
（
金
）
▽
新
年
度
予
算
査
定
（
市
役
所
第
２
会
議
室
） 

３
日
（
日
）
▽
第
１
回
北
秋
田
市
民
ス
キ
ー
大
会
開
会
式
に
出

　
　
　
　
　
席
（
薬
師
山
ス
キ
ー
場
）
▽
ケ
ア
タ
ウ
ン
た
か
の

　
　
　
　
　
す
利
用
者
説
明
会
に
出
席
（
ケ
ア
タ
ウ
ン
た
か
の
す
） 

４
日
（
月
）
▽
第
59
回
全
国
植
樹
祭
秋
田
県
実
行
委
員
会
第
３

　
　
　
　
　
回
総
会
に
出
席
（
県
庁
第
２
庁
舎
）
▽
企
業
誘
致

　
　
　
　
　
用
務
で
上
京
（
東
京
都
） 

５
日
（
火
）
▽
元
阿
仁
町
議
会
議
員
、
加
賀
谷
廣
氏
の
叙
勲
伝

　
　
　
　
　
達
式
に
出
席
（
阿
仁
支
所
） 

６
日
（
水
）
▽
北
欧
の
杜
管
理
運
営
協
議
会
に
出
席
（
北
欧
の

　
　
　
　
　
杜
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
） 

７
日
（
木
）
▽
１
０
０
キ
ロ
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
設
立
総
会

　
　
　
　
　
に
出
席
（
阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン
タ
ー
） 

８
日
（
金
）
▽
人
事
異
動
辞
令
交
付
式
（
市
役
所
応
接
室
）
▽

　
　
　
　
　
北
秋
田
市
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
に
出
席
（
中
央

　
　
　
　
　
公
民
館
）
▽
北
秋
田
市
周
辺
衛
生
施
設
組
合
２
月

　
　
　
　
　
定
例
議
会
に
出
席
（
米
代
流
域
衛
生
セ
ン
タ
ー
） 

９
日
（
土
）
▽
も
ち
っ
こ
市
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
に
出
席
（
道
の

　
　
　
　
　
駅
た
か
の
す
） 

12
日
（
火
）
▽
東
洋
精
箔
株
式
会
社
願
満
稲
荷
祭
に
出
席
（
同

　
　
　
　
　
社
秋
田
工
場
） 

13
日
（
水
）
▽
飲
酒
運
転
追
放
等
競
争
に
係
る
表
彰
伝
達
式
に

　
　
　
　
　
出
席
（
市
役
所
応
接
室
）
▽
第
３
回
秋
田
県
地
域

　
　
　
　
　
ケ
ア
体
制
整
備
構
想
検
討
委
員
会
に
出
席
（
ア
キ

　
　
　
　
　
タ
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
） 

14
日
（
木
）
▽
大
館
能
代
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
株
式
会
社
取

　
　
　
　
　
締
役
会
に
出
席
（
大
館
能
代
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ

　
　
　
　
　
ル
）
▽
北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
病
院
組
合
議
会
議

　
　
　
　
　
員
全
員
協
議
会
に
出
席
（
公
立
米
内
沢
総
合
病
院
） 

15
日
（
金
）
▽
秋
田
内
陸
線
再
生
支
援
協
議
会
に
出
席
（
阿
仁

　
　
　
　
　
支
所
）
▽
旧
鷹
巣
町
自
治
会
長
会
に
出
席
（
交
流

　
　
　
　
　
セ
ン
タ
ー
） 

市
長
日
誌 

水道課からのお知らせ

こ
ん
な
と
き
は 

　
　
　
す
ぐ
お
届
け
を 

使
用
量
が
急
に 

　
　
　
増
え
た
と
き
は 

   

・
使
用
の
開
始
に
あ
た
っ
て
は
届
出
が
必
要
と
な

　
り
ま
す
。 

・
前
に
お
住
ま
い
の
方
が
転
出
さ
れ
て
間
も
な
い

　
場
合
、
水
が
で
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
届
出

　
が
な
け
れ
ば
、
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。 

・
口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
通
帳
の
届
出

　
印
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。 

・
使
用
開
始
の
前
日
ま
で
に
お
届
け
く
だ
さ
い
。 

  

・
使
用
の
中
止
に
あ
た
っ
て
は
届
出
が
必
要
と
な

　
り
ま
す
。 

・
届
出
な
く
転
出
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
後
も
料
金

　
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

    

・
調
べ
る
た
め
に
、
家
中
の
蛇
口
を
全
て
閉
め
ま

　
す
。 

・
地
下
メ
ー
タ
（
ボ
ッ
ク
ス
内
）
に
あ
る
パ
イ
ロ
ッ

ト
マ
ー
ク
（
風
車
）
を
見
ま
す
。 

・
パ
イ
ロ
ッ
ト
マ
ー
ク
（
風
車
）
が
ま
わ
っ
て
い

　
れ
ば
漏
水
と
思
わ
れ
ま
す
。 

  

・
宅
内
配
管
は
私
有
財
産
で
す
の
で
、
各
家
庭
で

　
管
理
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

・
市
指
定
の
工
事
店
へ
修
理
を
依
頼
し
て
下
さ
い
。 

・
工
事
代
金
は
各
家
庭
の
負
担
と
な
り
ま
す
。 

※
市
指
定
の
工
事
店
に
つ
い
て
は
、
右
記
ま
で
問

合
せ
下
さ
い
。 

  

　
水
道
料
金
の
お
支
払
い
は
、
便
利
な
口
座
振
替

を
お
す
す
め
し
ま
す
。
手
続
き
は
、
通
帳
、
通
帳

印
を
お
持
ち
の
う
え
、
市
内
各
金
融
機
関
（
秋
田

銀
行
、
北
都
銀
行
、
秋
田
県
信
用
組
合
、
東
北
労

働
金
庫
、
JA
鷹
巣
町
、
JA
あ
き
た
北
央
、
郵
便
局
）、

水
道
課
及
び
各
支
所
の
窓
口
で
ど
う
ぞ
。 

　
な
お
、
納
入
通
知
書
で
の
お
支
払
い
場
所
は
、

取
扱
金
融
機
関
（
秋
田
銀
行
、
北
都
銀
行
、
秋
田

県
信
用
組
合
、
東
北
労
働
金
庫
、
JA
鷹
巣
町
、
JA

あ
き
た
北
央
）
、
水
道
課
及
び
各
支
所
の
窓
口
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

●
転
入
さ
れ
る
方 

●
転
出
さ
れ
る
方 

●
漏
水
か
な
？
と
思
っ
た
ら 

 

地下メーターボックス 

パイロットマーク 

●
修
理
す
る
に
は 

●
水
道
料
金
の
お
支
払
い
は
便
利
な
口
座
振
替
で 

問い合わせ 

市
水
道
課
　
　
　
　
　
　
� 
62 -

６
６
３
７ 

合
川
支
所
産
業
建
設
課
　
� 
78 -

２
１
１
５ 

森
吉
支
所
産
業
建
設
課
　
� 
72-

３
１
１
３ 

阿
仁
支
所
産
業
建
設
課
　
� 
82-

２
１
１
４ 

 

水
道
課
か
ら
の�

　
　
　
　
お
知
ら
せ
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〜
津
谷
君
　
鳴
門
部
屋
へ
入
門
　 

　
鷹
巣
中
学
校
の
津
谷
石
光
君
（
３
年
）
が
大
相
撲

の
世
界
へ
挑
戦
す
る
た
め
２
月
19
日
、
迎
え
に
来
た

鳴
門
親
方
（
元
横
綱
隆
の
里
）
と
部
屋
の
あ
る
千
葉

県
松
戸
市
へ
出
発
し
ま
し
た
。 

　
津
谷
君
は
昨
夏
の
県
総
体
柔
道
競
技
90
キ
ロ
超
級

の
県
覇
者
で
、
身
長
１
７
８
セ
ン
チ
、
体
重
が
１
３

４
キ
ロ
と
大
柄
な
体
格
。
学
校
で
は
柔
道
部
に
所
属

し
、
部
活
を
引
退
し
た
昨
夏
以
降
、
大
館
北
秋
田
相

撲
連
盟
の
相
撲
場
（
大
館
市
）
で
厳
し
い
練
習
に
励

ん
で
い
ま
し
た
。 

　
上
京
前
日
の
18
日
に
行
な
わ
れ
た
３
年
生
に
よ
る

激
励
会
で
津
谷
君
は
、「
横
綱
を
目
指
し
て
頑
張
る
」

と
力
強
く
決
意
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。 

　
津
谷
君
は
新
弟
子
検
査
を
経
て
３
月
場
所
の
前
相

撲
で
デ
ビ
ュ
ー
す
る
予
定
で
す
。 

　
第
13
回
鷹
巣
も
ち
っ
こ
市
が
２
月
10 
・
11
日
、
大

太
鼓
の
館
駐
車
場
の
特
設
テ
ン
ト
を
会
場
に
行
な
わ

れ
、
手
作
り
餅
や
各
種
特
産
品
を
買
い
求
め
る
人
で

賑
わ
い
ま
し
た
。 

　
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
の
後
、
商
売
繁
盛
や
家
内
安
全

な
ど
を
祈
願
し
て
餅
ま
き
が
行
わ
れ
、
１
０
０
人
ほ

ど
の
人
々
が
ご
利
益
に
あ
ず
か
ろ
う
と
、
ま
か
れ
た

紅
白
の
餅
に
手
を
差
し
伸
べ
て
い
ま
し
た
。 

　
駐
車
場
内
に
設
営
さ
れ
た
テ
ン
ト
で
は
、
干
し
餅

や
切
餅
、
お
焼
き
、
大
福
餅
と
い
っ
た
各
種
の
手
づ

く
り
の
餅
か
ら
、
白
菜
漬
け
や
高
菜
漬
け
な
ど
の
漬

物
類
ほ
か
、
肉
の
煮
込
み
、
山
の
芋
を
練
り
こ
ん
だ

う
ど
ん
な
ど
地
元
の
特
産
品
が
ズ
ラ
リ
と
並
べ
ら
れ

た
ほ
か
、
綴
子
大
太
鼓
の
実
演
も
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

鳴門親方とガッチリ握手する津谷君 

第
13
回
「
も
ち
っ
こ
市
」 

〜
飲
酒
運
転
等
追
放
競
争
で
表
彰 

　
平
成
19
年
飲
酒
運
転
追
放
等
競
争
に
係
る
表
彰
伝

達
式
が
２
月
13
日
、
市
役
所
で
行
な
わ
れ
、
武
藤
北

秋
田
地
域
振
興
局
長
よ
り
岸
部
市
長
に
秋
田
県
知
事

賞
の
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
県
民
一
人
ひ
と
り
に
「
飲
酒
運
転
は
し

な
い
、
さ
せ
な
い
」
の
自
覚
を
促
す
た
め
、
年
単
位

で
市
町
村
ご
と
に
飲
酒
運
転
等
追
放
競
争
を
実
施
し

て
い
る
も
の
で
、
県
内
25
市
町
村
中
、
本
市
は
昨
年

の
19
位
か
ら
５
位
へ
と
大
躍
進
し
ま
し
た
。 

　
岸
部
市
長
は
「
日
頃
皆
さ
ん
の
活
躍
に
よ
り
交
通

事
故
が
減
少
し
て
い
る
。
今
回
飲
酒
運
転
追
放
の
５

位
に
な
れ
た
の
も
皆
さ
ん
の
お
か
げ
。
今
後
も
市
民

の
安
全
安
心
の
た
め
活
躍
を
お
願
い
し
た
い
」
と
感

謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。 

 

秋田県知事表彰を受けとる岸部市長と 

関係者の皆さん 

特設テント内は大勢の人出で賑わいました 

〜
「
白
い
風
と
遊
ぼ
う
」
２
０
０
８ 

〜
１
０
０
キ
ロ
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ラ
ソ
ン
大
会 

　
「
白
い
風
と
遊
ぼ
う
２
０
０
８
」
が
２
月
９
日
、

市
中
央
公
民
館
と
米
代
児
童
公
園
を
会
場
に
開
か
れ
、

親
子
連
れ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
お
よ
そ
１
０
０
人

が
雪
像
づ
く
り
や
餅
つ
き
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

　
午
前
９
時
か
ら
行
な
わ
れ
た
開
会
式
の
後
、
子
ど

も
た
ち
は
公
民
館
と
児
童
公
園
に
分
れ
、
公
民
館
で

は
、
木
工
あ
そ
び
や
け
ん
玉
、
竹
と
ん
ぼ
な
ど
、
児

童
公
園
で
は
キ
リ
ン
や
ア
ニ
メ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な

ど
の
雪
像
を
作
る
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
楽
し
く
遊
ん
で
い

ま
し
た
。 

　
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
『
仔
や
ぎ
の
会
』

の
み
な
さ
ん
が
人
形
劇
「
か
さ
じ
ぞ
う
」
を
披
露
し
、

子
ど
も
た
ち
は
真
剣
な
表
情
で
劇
に
見
入
っ
て
い
ま

し
た
。 

 

平
成
17
年
の
開
催
後
、
２
年
間
休
止
を
し
て
い
た

「
北
緯
40
度
秋
田
内
陸
線
リ
ゾ
ー
ト
カ
ッ
プ
・
１
０

０
キ
ロ
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
の
実
行
委
員

会
設
立
総
会
が
２
月
７
日
、
阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
大
会
役
員
を
選
出
し
た
後
、

事
業
計
画
な
ど
に
つ
い
て
協
議
を
行
な
い
ま
し
た
。 

　
大
会
は
、
実
行
委
員
会
の
負
担
増
や
秋
田
わ
か
杉

国
体
の
開
催
な
ど
の
事
情
か
ら
休
止
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
総
会
で
は
、
地
域
振
興
の
た
め

の
欠
か
せ
な
い
イ
ベ
ン
ト
し
て
、
今
年
９
月
28
日
に

「
全
国
植
樹
祭
記
念
大
会
」
と
し
て
復
活
さ
せ
る
こ

と
な
ど
を
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。 

　
今
後
、
事
業
の
細
部
や
予
算
面
に
つ
い
て
、
関
係

機
関
と
の
精
力
的
な
協
議
が
行
な
わ
れ
る
予
定
で
す
。 

親子でけん玉あそびなどを楽しみました 

ウ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ー
ム
２
０
０
８ 

　
ウ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ー
ム
２
０
０
８
が
２
月
16
日
・
17

日
の
２
日
間
、
大
野
台
ハ
イ
ラ
ン
ド
周
辺
を
会
場
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
冬
の
自
然
を
楽
し
も
う
と
開
か
れ
た
こ
の
大
会
に

は
、
県
内
外
か
ら
約
30
人
が
参
加
。
競
技
は
ス
ノ
ー

シ
ュ
ー
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
や
、
チ
ュ
ー
ビ
ン
グ

ダ
ウ
ン
ヒ
ル
、
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ラ
ン
と
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
ス
キ
ー
を
交
互
に
行
う
「
ウ
イ
ン
タ
ー
デ
ュ

ア
ス
ロ
ン
」
の
３
種
目
が
行
わ
れ
ま
し
た
。  

　
参
加
し
た
選
手
は
、
雪
の
降
り
積
っ
た
大
野
台
の

雪
原
を
駆
け
巡
り
、
冬
の
熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
16
日
の
夜
に
は
、
き
り
た
ん
ぽ

鍋
や
地
酒
を
楽
し
む
パ
ー
テ
ィ
ー
も
開
か
れ
、
親
睦

を
深
め
て
い
ま
し
た
。 

スノーシュー（西洋かんじき）を履き、雪原を 
駆けめぐる選手たち 

実行委員会を設立し再開に向け始動した 
１００キロチャレンジマラソン 

せ
っ
こ
う 



北秋田市 
教育委員会 

学びの広場
●公民館活動　●生涯学習 

●文化振興　●学校　●スポーツ 

地域で学び、活動する 
皆さんを応援します 
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北
秋
田
市
鷹
巣
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協

議
会（
湊
屋
啓
二
会
長
）主
催
の
第
９
回
子

ど
も
会「
将
棋
・
オ
セ
ロ
大
会
」が
２
月
16

日（
土
）、
市
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
、
市

内
の
小
学
生
41
人
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。
将
棋
は
佐
藤
弘
規
君
（
さ
さ
竹
子

ど
も
会
・
鷹
小
３
年
）、
低
中
高
学
年
の
３

部
門
に
分
か
れ
た
オ
セ
ロ
は
金
澤
賢
侑
君

（
旭
町
子
ど
も
会
・
鷹
小
２
年
）、
佐
藤
真
凛

さ
ん（
野
草
子
ど
も
会
・
鷹
小
３
年
）、
三
日

田
貴
彦
君（
日
の
丸
子
ど
も
会
・
鷹
小
６
年
）

の
３
人
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
ま
し
た
。 

　
将
棋
、
オ
セ
ロ
と
も
に
予
選
リ
ー
グ
戦

を
行
っ
た
後
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
上
位
２
人

に
よ
る
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
行
わ
れ
、

１
対
１
の
対
局
に
火
花
を
散
ら
し
て
い
ま

し
た
。
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。 

【
将
棋
】 

①
佐
藤
弘
規（
さ
さ
竹
子
ど
も
会
・
鷹
小
３

年
）
②
長
岐
駿（
若
葉
子
ど
も
会
・
鷹
巣
南

小
３
年
）
③
織
田
虎
二
郎
（
南
鷹
巣
子
ど

も
会
・
中
央
小
４
年
）
、
藤
田
魁
（
若
竹
子

ど
も
会
・
鷹
巣
西
小
４
年
） 

【
オ
セ
ロ
】 

◇
１
・
２
年
の
部 

①
金
澤
賢
侑（
旭
町
子
ど
も
会
・
鷹
小
２
年
） 

②
畠
山
竜
一（
前
野
子
ど
も
会
・
綴
子
小
２

年
）
③
畠
山
拓
也（
前
野
子
ど
も
会
・
綴
子

小
１
年
）、
相
馬
俊
輔（
合
川
北
小
１
年
） 

◇
３
・
４
年
の
部 

①
佐
藤
真
凛（
野
草
子
ど
も
会
・
鷹
小
３
年
）

②
工
藤
希
美
子（
堂
ヶ
岱
子
ど
も
会
・
中
央

小
４
年
）
③
齋
藤
真
慶（
田
中
子
ど
も
会
・

綴
子
小
４
年
）、
佐
藤
直
哉（
夕
や
け
子
ど

も
会
・
鷹
小
３
年
） 

◇
５
・
６
年
の
部 

①
三
日
田
貴
彦（
日
の
丸
子
ど
も
会
・
鷹
小

６
年
）
②
成
田
悠
理（
若
杉
子
ど
も
会
・
鷹

巣
西
小
６
年
）
③
細
田
辰
巳
（
大
堤
子
ど

も
会
・
綴
子
小
５
年
）
、
宮
沢
結
衣
（
堂
ヶ

岱
子
ど
も
会
・
中
央
小
５
年
） 

 

　
今
年
６
月
15
日
に
開
催
さ
れ
る
全
国
植

樹
祭
を
テ
ー
マ
と
し
た
県
民
カ
レ
ッ
ジ
が

次
の
内
容
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
全
国
か
ら

１
万
２
千
人
が
訪
れ
る
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト

に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。 

主
催
　
マ
ナ
ビ
ィ
・
ス
タ
ッ
フ「
し
ら
か
み
」 

共
催
　
秋
田
県
民
カ
レ
ッ
ジ
事
務
局 

　
　
　（
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
） 

日
時
　
平
成
20
年
３
月
15
日
（
土
）
　
　

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
12
時 

会
場
　
北
欧
の
杜
公
園
事
務
所
２
階 

　
　
　
第
１
研
修
室 

テ
ー
マ
　「
第
59
回
全
国
植
樹
祭
に
つ
い
て
」 

講
師
　
県
全
国
植
樹
祭
推
進
室
職
員 

受
講
料
　
無
料 

申
込
み
▽
秋
田
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
／

�

０
１
８-

８
６
５-

１
１
７
１
／
　
０
１

８-

８
２
４-

１
７
９
９
▽
市
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
／
�

62-

６
６
１
８
／
　
63-

２
６
７
８ 

申
込
期
限
　
３
月
12
日（
水
）ま
で
。
当
日

受
付
も
行
い
ま
す
。 

◎
問
合
せ
▽
マ
ナ
ビ
ィ
・
ス
タ
ッ
フ「
し
ら

か
み
」
�

０
１
８
６-

３
７-

２
３
５
７ 

▽
秋
田
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

�

０
１
８-

８
６
５-

１
１
７
１

 

市
内
各
地
域

に
伝
わ
る
伝

承
芸
能
に
は
、

多
く
の
子
ど

も
た
ち
も
そ

の
保
存
・
継

承
に
関
わ
っ

て
い
ま
す
。
青

少
年
育
成
北
秋

田
市
民
会
議
鷹

巣
支
部
で
は
、
各
芸
能
と
と
も
に
、
子
ど

も
た
ち
の
保
存
へ
の
取
り
組
み
の
成
果
を

紹
介
す
る
た
め
、
今
年
も
次
の
内
容
で
発

表
会
を
開
催
し
ま
す
。 

　
入
場
は
無
料
で
す
。
多
く
の
市
民
の
皆

様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

日
時
　
平
成
20
年
３
月
８
日
（
土
） 

　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
45
分 

　
　
　（
発
表
会
１
時
40
分
〜
） 

会
場
　
北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー
講
堂 

【
出
演
団
体
】 

▽
綴
子
下
町
（
獅
子
踊
り
） 

▽
竜
森
小
学
校
（
駒
踊
り
・
奴
踊
り
） 

▽
鷹
巣
南
小
学
校
（
奴
踊
り
） 

▽
鷹
巣
祇
園
太
鼓
振
興
会 

　（
市
内
小
学
校
チ
ー
ム
） 

子
ど
も
た
ち
に
よ
る
郷
土

芸
能
４
団
体
が
熱
演
を
繰

り
広
げ
ま
す 

▲将棋連盟の皆さんの指導で、お父さん

たちには負けない？腕前になりました 

ひ
ろ
の
り 

ひ
ろ
の
り 

け
ん
ゆ
う 

ま
り
ん 

の
ぐ
さ 

た
か
ひ
こ 

し
ゅ
ん 

こ
じ
ろ
う 

か
い 

け
ん
ゆ
う 

り
ゅ
う
い
ち 

た
く
や し

ゅ
ん
す
け 

ま
り
ん 

き
み
こ 

ま
さ
よ
し な

お
や 

た
か
ひ
こ 

ゆ
う
り 

た
つ
み 

ゆ

い 

　中央公民館で

は、定期講座

「ハツラツ健康

倶楽部」を１月

10日と24日、鷹

巣体育館で開催し

ました。 

　　今回の種目は「８人制

バレーボール」。ビニールボールを

使い、子どもから高齢者まで気軽にできるスポーツです。 

　ふだんからこのスポーツを楽しまれている楽遊クラ

ブ（成田アヤ代表）の方々を講師に体を動かしました。 

　10日はルールの説明を受けた後、パスやレシーブな

ど基本的なプレイを学びました。また24日は、チーム

対抗形式で実践的なプレイを行いました。時間が経つ

につれ、会場内は大きな歓声が飛び交うなど熱気に包

み込まれていました。 

らくゆう 

８人制バレーボールにチャレンジ

福を呼ぶバター大福

中央公民館定期講座「ハツラツ健康倶楽部」 

豊かな地域づくりを目指して

合川地区いきいき女性セミナー 

前田公民館「冬の料理教室」 

　前田公民館では、１月30日と31日「冬の料理教室」

を開催しました。 

　講師は、「夏の料理教室」に続き、地元・阿仁前田

の高橋スワさんにお願いしました。 

　最初に作ったのは、「バター大福」。この餅は伸し

餅が定番ですが、高橋さんの作る餅は、あんこを入

れたバターの風味も良く柔らかい「大福」です。続いて、

厚揚げを使った「白和え」、ハンペンを入れた「伊達巻

き」と、創意工夫の秘伝を教えていただきました。 

　試食会もあるこの教室、受講生の数も２日間で４

６人と人気も高く、余ったバター大福あての「あみだ

くじ」など和気あいあいと楽しい一日となりました。 

　合川地区いきいき女性セミナー（合川地区婦人団体

連絡協議会主催）が２月11日、合川公民館で開催され、

婦人会員など140名が参加し「地域づくり」について

意見交換を行いました。 

　メインテーマは「豊かな地域づくりを目指して」。

地域の行政・農業からの代表者を指導・助言者に迎え、

地域社会が抱える少子高齢化・環境・教育などの諸問

題などについてをグループ討議を行い、全体会で各グ

ループの意見を発表しました。このほか、安全な食・

小学校再編・内陸線存続などの意見も出されました。 

　最後に、安心で安全な地域づくりを全員で誓い合い

ました。 

▼ 

　
バ
タ
ー
と
あ
ん
こ
が
た
っ
ぷ
り
の「
バ

タ
ー
大
福
」作
り
を
楽
し
ん
だ
受
講
者 

▼ 

　
気
軽
に
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ「
８
人
制
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
」に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た 

▼ 

　
豊
か
な
地
域
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た 
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MANABI NO HIROBA
INFORMATION お知らせ INFORMATION お知らせ 

■公民館 
中央公民館　　      �６２－１１３０ 

【ロビー展】　七宝焼き講座 

３・７（金）鷹巣地区公民館定期講座 

　　　「閉講のつどい」＝18:00～20:50 

８（土）「トライあんぐる」 

◆みんなでおやつ作り！＝9:00～12:00 

合川公民館　　      �７８－２１１４ 

【ロビー展】　パッチワーク金木犀の会

（～7日）／合川華道部（8日～） 

森吉公民館　　      �７２－３２５９ 

【サロン展】　木彫り教室くるみ会 

　　　　　　　　　　　　（１日～31日） 

６（木）ふるさと☆食のつどい（森吉地区）

　　　　　　　　　　＝  9:00～13:30 

９（日）前田文化交流会（四季美館） 

　　　　　　　　　　＝13:30～15:30 

阿仁公民館　　      �８２－２２２０ 

【ロビー展】　作山礼造氏スケッチ展 

１（土）加賀谷七重氏講演会 

　　　　　　　　　　＝18:30～20:00 

２（日）手織り講習会　＝10:00～15:00 

５（水）生き活き大学学習会 

　　　　　　　　　　＝10:00～12:00 

11（火）なつかしの歌っこ 

　　　　　　　　　　＝10:00～12:00 

12（水）編み物教室　　＝13:00～15:00 

■文化会館
▼3・1（土）映画プリキュア５「鏡の国

のミラクル大冒険」＝10:00～ 

映画「マリと子犬の物語」＝①11:40～

②14:00～＝料大人1500円高校生1200

円幼小中学生1000円 

▼15（土）おはなしでてこい＝14:00～ 

▼28（金）倉本裕基ピアノコンサート2008 

前売券一般3000円小中高校生1000円

　　　　　　　　　　　　＝18:30～ 

 

  

■
初
心
者
の
た
め
の
料
理
講
座 

日
時
　
３
月
18
日（
火
） 

　
　
　
　
18
時
〜
20
時
30
分 

場
所
　
市
中
央
公
民
館
調
理
室 

講
師
　
田
村
弘
子
さ
ん（
料
理
研
究
家
） 

内
容
　
料
理
を
始
め
よ
う
と
思
っ
て
い
る
方
、

料
理
の
基
本
を
再
確
認
し
た
い
方
等
、
ま
ず

は
手
早
く
作
れ
る
料
理
に
チ
ャ
レ
ン
ジ 

材
料
費
　
１
０
０
０
円
程
度 

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、筆
記
用
具
等 

定
員
　
20
人
※
男
女
問
わ
ず（
先
着
順
）

申
込
締
切
　
３
月
12
日（
水
） 

問
合
せ
　
市
中
央
公
民
館 

　
　
　
　
　
　
�

62-

１
１
３
０ 

■
布
ぞ
う
り
作
り
講
座 

日
時
　
３
月
13
日（
木
） 

　
　
　
　
９
時
30
分
〜
16
時 

場
所
　
市
中
央
公
民
館
２
階
和
室 

講
師
　
高
橋
キ
ヨ
子
さ
ん 

内
容
　
古
布
等
で
ぞ
う
り
を
作
り
ま
す 

材
料
費
　
５
０
０
円
程
度 

持
ち
物
　
昼
食
・
も
の
さ
し(

定
規)

・

洗
濯
バ
サ
ミ
５
個
・
木
綿
布
等 

定
員
　
15
人（
先
着
順
）
　 

申
込
締
切
　
３
月
７
日（
金
） 

問
合
せ
　
市
中
央
公
民
館 

　
　
　
　
　
　
�

62-

１
１
３
０ 

■
春
休
み
ち
び
っ
こ
将
棋
教
室 

　
　
〜
先
を
読
む
力
を
養
お
う
！ 

日
時
　
３
月
25
日
・
26
日
・
27
日 

　
　
　
　
13
時
〜
15
時 

場
所
　
阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン
タ
ー 

講
師
　
囲
碁
将
棋
同
好
会
の
皆
さ
ん 

対
象
　
市
内
の
小
中
学
生 

定
員
　
10
名（
先
着
順
）
　 

参
加
費
　
無
料 

申
込
み
・
問
合
せ 

　
　
阿
仁
公
民
館
　
�

82-

２
２
２
０ 

■
英
会
話
教
室 

〜
簡
単
な
英
会
話
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か 

日
時
　
３
月
〜
７
月
の
毎
週
月
曜
日 

　
　
　
　
18
時
30
分
〜
20
時 

場
所
　
合
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー 

講
師
　
ト
リ
ス
テ
ィ
ン
・
デ
ィ
ー
ン
さ
ん 

　
　
　
（
合
川
高
校
外
国
語
指
導
助
手
） 

問
合
せ
　
合
川
公
民
館
�

78-

２
１
１
４ 

  

■
健
康
相
談
《
３
月
》 

時
間
　
9
時
30
分
〜
11
時
30
分 

日
程
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー
　
12
日（
水
） 

　
合
川
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　
３
日（
月
） 

　
森
吉
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　
21
日（
金
） 

　
阿
仁
支
所
　
　
　
　
　
　
13
日（
木
） 

内
容
　
健
康
相
談
、
血
圧
測
定
等 

持
参
　
健
康
手
帳 

※
な
い
方
に
は
相
談
時
に
お
渡
し
し
ま
す 

■
母
子
健
康
手
帳
交
付
《
３
月
》 

時
間
　
9
時
〜
12
時 

日
程
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー
　
毎
週
月
曜
日
 

　
森
吉
支
所
　
　
　
　
　
毎
週
火
曜
日 

　
合
川
保
健
セ
ン
タ
ー
　
毎
週
水
曜
日 

　
阿
仁
支
所
　
毎
週
木
曜
日（
20
日
除
く
） 

※
手
続
に
30
〜
40
分
か
か
り
ま
す
。
 

■
献
血
日
程 

３
月
10
日（
月
）　
成
分 

▼
10
時
〜
12
時
＝
北
秋
田
市
役
所 

▼
13
時
〜
16
時
30
分
＝
北
秋
田
市
役
所 

３
月
12
日（
水
）　
全
血 

▼
10
時
〜
11
時
45
分
＝
ダ
ム
工
事
事
務
所 

▼
13
時
〜
14
時
15
分
＝
大
塚
刷
毛
工
場 

▼
14
時
30
分
〜
16
時
＝
米
内
沢
総
合
病
院 

■
マ
タ
ニ
テ
ィ
講
座（
後
期
） 

日
時
　
３
月
６
日（
木
） 

　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分 

場
所
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー 

対
象
　
４
月
〜
６
月
出
産
予
定
の
方 

　
　
　
及
び
そ
の
家
族 

内
容
　
先
輩
パ
パ
・
マ
マ
・
ベ
ビ
ー
と
の

交
流
、
母
乳
育
児
の
す
す
め
、
家
族
計
画
 

持
参
　
母
子
健
康
手
帳 

申
込
締
切
　
３
月
３
日（
月
） 

■
予
防
接
種（
ポ
リ
オ
） 

日
時
　
３
月
13
日
（
木
） 

　
　
　
　
　
13
時
〜
13
時
30
分 

場
所
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー
 

持
参
　
母
子
健
康
手
帳
、
予
診
票 

■
精
神
保
健
相
談
・
老
人
精
神
保
健
相
談

及
び
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
相
談（
要
予
約
） 

期
日
　
３
月
21
日（
金
） 

場
所
　
鷹
巣
阿
仁
福
祉
環
境
部
2
階
相
談
室
 

受
付
時
間
　
15
時
〜
16
時
　 

相
談
時
間
　
15
時
〜
17
時 

相
談
医
師
　
保
健
所
嘱
託
医 

問
合
せ
・
申
込
み
　 

　
鷹
巣
阿
仁
福
祉
環
境
部
　 

　
　
　
　
　
　
�

62-

１
１
６
５ 

■
子
育
て
支
援
セ
ミ
ナ
ー 

日
時
　
３
月
９
日（
日
）10
時
〜
12
時 

場
所
　
市
交
流
セ
ン
タ
ー 

内
容
　
親
子
で
創
作
活
動 

講
演
　
「
親
業
〜
子
ど
も
に
愛
が
伝
わ

　
　
　
　
　
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」 

講
師
　
鈴
木
聡
子
氏 

　
　
　（
親
業
訓
練
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
） 

申
込
締
切
　
３
月
６
日（
木
） 

申
込
み
・
問
合
せ
　 

鷹
巣
阿
仁
福
祉
環
境
部
�

62-

１
１
６
５ 

■
地
域
ケ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム
パ
ー
ト
２ 

日
時
　
３
月
23 
日（
日
）10
時
30
分
〜
15
時
30
分 

場
所
　
県
社
会
福
祉
会
館
10
階
大
会
議
室 

内
容
　
「
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
連
携

と
地
域
包
括
ケ
ア
の
在
り
方
を
考
え
る
」

を
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
う 

申
込
締
切
　
３
月
14
日（
金
） 

申
込
み
・
問
合
せ
　
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
�

０
１
８-

８
６
０-

１
３
６
２ 

■
交
通
事
故
相
談
所
ご
存
知
で
す
か 

　
交
通
事
故
は
誰
に
と
っ
て
も
突
然
で
、

ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
戸
惑
う
ば
か
り

で
す
。
交
通
事
故
相
談
所
で
は
、
専
門

知
識
を
有
し
た
相
談
員
や
顧
問
弁
護
士

が
無
料
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
ど

な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

相
談
・
問
合
せ
　 

県
交
通
事
故
相
談
所（
ア
ト
リ
オ
ン
７
階
） 

　
　
　
�

０
１
８-

８
３
６-

７
８
０
４ 

■
労
働
保
険
の
年
度
更
新
手
続
き 

　
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）

の
保
険
料
は
、
事
業
主
が
年
度
当
初
に

概
算
で
申
告
・
納
付
し
、
翌
年
度
の
当
初

に
確
定
申
告
の
上
、
精
算
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
20
年
度
の
申
告
・

納
付
期
間
は
４
月
１
日
〜
５
月
20
日
で

す
。
お
早
め
に
手
続
を
お
願
い
し
ま
す
。 

問
合
せ
　
大
館
労
働
基
準
監
督
署 

　
　
　
�

０
１
８
６-

42-

４
０
３
３ 

お
知
ら
せ 

健
　
康 

　
保
健
セ
ン
タ
ー
　

62-

６
６
６
６ 

問 

子育てサークル　１０：００〜１１：４０

13日 

 

27日 

 

21日 

問合せ　保健センター　�62-6666

ふれあい広場 

キッズパーク 

サークル名 日程 会場 内容 

ピッコロ 

お話し会 

お別れ会 

お別れ 

楽しみ会 

日時　３月13日（木） 14:00～15:30 

場所　市中央公民館 

講演と実技　「楽しみながら運動を

続けよう！～ココから体操」 

講師　梅田陽子氏（健康運動指導士） 

締切　３月３日（月） 

持参　動きやすい服装、内ズック、 

　　　タオル、水分等 

健康講座 

合川保健 

センター 

市保健 

センター 

子どもの予防接種週間

３月１日〜７日

予防接種で感染症を予防しましょう 

水中運動教室参加者募集 
期間　第１期 4月11日～ 7月25日 

　　　第２期 8月22日～11月28日 

　　　第３期12月 5日～ 3月27日 

　　　※各期毎週金曜日15回 

場所　市民プール 

スリムコース（募集人数：20人） 

　対象年齢　４０歳～６４歳の方 

　時　　間　10:00～11:00 

元気アップコース（募集人数：20人） 

　対象年齢　６５歳以上の方 

　時　　間　11:00～12:00 

指 導 料　１回につき４００円 

申込期限　３月１９日（水） 

平成20年度 

対象者　７０歳以上の方 

場　所　各地区保健センター 

開催日　毎月１回 

　　　　鷹巣地区：第２水曜日 

　　　　森吉地区：第４木曜日 

　　　　合川地区：第１木曜日 

　　　　阿仁地区：第２木曜日 

申込期限　３月１９日（水） 

 ※両教室とも地区によりバスの送迎 

があります。詳しくは下記まで 

問合せ　市保健センター 

　　　　�６２－６６６６ 

のびのび運動教室参加者募集 

日時　３月４日（火） 13:30～15:30 

場所　市保健センター 

講話　「秋田県における地域診断か

ら見えてくる自殺予防と心のケア活

動について」 

講師　金子善博氏 

　　　（秋田大学医学部准教授） 

心のふれあい相談員研修会 

※研修会、講座とも地区によりバスの 

送迎があります。詳しくは下記まで 

問合せ　市保健センター�６２－６６６６ 

―　健康づくり標語　― 

「いつまでもあると思うな

丈夫なからだ」
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■
阿
仁
川
災
害
復
旧
助
成
事
業 

　
県
で
は
昨
年
９
月
に
激
甚
な
浸
水
被

害
が
発
生
し
た
阿
仁
川
に
お
い
て
、
家

屋
浸
水
等
を
解
消
し
、
再
度
の
災
害
を

防
止
す
る
た
め
に
、
堤
防
が
無
い
箇
所

や
小
さ
い
箇
所
で
は
築
堤
を
行
い
、
川

幅
が
狭
い
箇
所
で
の
河
道
掘
削
を
行
う

な
ど
の
抜
本
的
対
策
を
19
年
度
よ
り
５

カ
年
で
実
施
し
ま
す
。
す
で
に
１
月
よ

り
２
箇
所
で
工
事
着
手
し
て
お
り
、
４

月
か
ら
は
さ
ら
に
11
箇
所
で
工
事
着
手

す
る
予
定
で
す
。
工
事
期
間
中
は
皆
さ

ま
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

問
合
せ
　
北
秋
田
地
域
振
興
局
河
川
砂
防
課 

　
　
　
　
　
　
�

62-

３
１
１
６ 

■
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
移
転 

　
４
月
よ
り
、
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
は
左
記
に
移
転
し
、
県
福
祉
相
談

セ
ン
タ
ー
と
併
設
さ
れ
ま
す
。 

移
転
先
住
所
　
秋
田
市
中
通
２
丁
目
１

番
51
号
明
徳
館
ビ
ル
１
階 

電
話
番
号 

�

０
１
８-

８
３
１-

３
９
４
６ 

問
合
せ
　
県
障
害
福
祉
課 

　
　
　
�

０
１
８-

８
６
０-

１
３
３
３ 

■
均
等
・
両
立
推
進
企
業
募
集 

　
厚
生
労
働
省
で
は
「
女
性
の
能
力
発

揮
を
促
進
す
る
た
め
の
積
極
的
な
取
組
」

及
び
「
仕
事
と
育
児
・
介
護
と
の
両
立

支
援
の
た
め
の
取
組
」
に
つ
い
て
、
他

の
模
範
と
な
る
取
組
を
推
進
し
て
い
る

企
業
を
募
集
し
、
表
彰
し
ま
す
。 

応
募
期
間
　
３
月
31
日（
月
） 

問
合
せ
　
秋
田
労
働
局
雇
用
均
等
室 

　
　
　
�

０
１
８-

８
６
２-

６
６
８
４ 

■
労
働
基
準
監
督
官
採
用
試
験 

受
験
資
格
　
昭
和
54
年
４
月
２
日
〜
昭

和
62
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者
等
 

一
次
試
験
　
６
月
15
日（
日
） 

申
込
期
間
　
４
月
１
日（
火
）〜
４
月
14
日（
月
） 

申
込
用
紙
　
労
働
局
、
労
働
基
準
監
督

署
、
公
共
職
業
安
定
所
等
に
あ
り
ま
す 

問
合
せ
　
秋
田
労
働
局
総
務
課
 

　
　
　
�

０
１
８-

８
６
２-

６
６
８
１ 

■「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」標
語
募
集 

テ
ー
マ
　
道
路
は
、
生
活
の
向
上
と
経
済

の
発
展
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
国
民
共

有
の
、
つ
ま
り
あ
な
た
の
財
産
で
す
。
み
ん

な
が
道
路
と
親
し
み
、
ふ
れ
あ
い
、
常
に
広

く
、
美
し
く
、
安
全
に
、
共
に
楽
し
く
利
用

し
、
子
孫
に
受
け
継
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。 

応
募
先
　
東
京
都
台
東
区
根
岸
２-

19-

25 

　
　
　
　
道
路
広
報
セ
ン
タ
ー 

申
込
締
切
　
３
月
31
日（
月
） 

問
合
せ
　
国
土
交
通
省
交
通
管
理
課 

　
　
　
�

０
３-

５
２
５
３-

８
１
１
１ 

■
予
備
自
衛
官
補
募
集 

採
用
年
齢
　【
一
般
】
18
〜
34
歳
未
満
 

【
技
能
】
18
〜
55
歳
未
満
 

（
国
家
免
許
資
格
等
保
有
者
）
 

受
付
締
切
　
４
月
14
日（
月
） 

試
験
日
　
４
月
19
・
20
・
21
日
の
い
ず

れ
か
１
日
を
指
定
さ
れ
ま
す 

問
合
せ
　
自
衛
隊
大
館
出
張
所
 

　
　
　
　
�

０
１
８
６-

42-

１
３
９
８ 

■
上
場
会
社
の
株
券
が
電
子
化
さ
れ
ま
す 

　
２
０
０
９
年
１
月
か
ら
の
株
券
電
子

化
に
よ
り
、
上
場
会
社
の
株
券
は
無
効
と

な
り
、
株
主
の
権
利
は
証
券
会
社
な
ど
の

金
融
機
関
の
口
座
で
電
子
的
に
管
理
さ

れ
ま
す
。
お
手
元
の
株
券
が
本
人
名
義
に

な
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
電
子
化
に
よ

り
株
主
と
し
て
の
権
利
を
失
う
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
の
で
、
株
券
電
子
化
の
実
施

前
ま
で
に
名
義
書
換
が
必
要
で
す
。 

問
合
せ
　
証
券
決
済
制
度
改
革
推
進
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
�

０
３-

３
６
６
７-

４
５
０
０ 

 

お
知
ら
せ 

国の教育ローン 

日　時　３月１５日（土） １３：００～１６：００　 

会　場　遊学舎（秋田市上北手：秋田赤十字病院隣接地） 

【講　演　１３：００～１４：３０】　　 

①内科医から　講師：飯塚 政弘氏（秋田大学第一内科） 

　「ＩＢＤ最近の話題と白血球の除去療法の治療効果について」 

②患者さんから　講師：こまちＩＢＤ患者会代表 

③栄養士から　講師：斎藤 恵子氏（社会保険中央総合病院栄養相談室） 

　「ＩＢＤの食事～食事療法を楽しく行うために」 

④外科医から　講師：福島 恒男氏（松島クリニック外科） 

　「ＩＢＤ患者さんのメンタルサポート、メンタルケア」 

【パネルディスカッション　１４：４５～１６：００】 

問合せ　県難病相談支援センター　�０１８－８６６－７７５４ 

秋田炎症性腸疾患市民公開講座 

◆ご利用いただける方 

　給与所得者は世帯の年間収入が９９０

万円以内の方／事業所得者は世帯の年

間収入が７７０万円以内の方 

◆融資の対象となる学校 

　大学、大学院、短期大学、高等学校、

高等専門学校、各種学校、予備校等 

◆融資額 

　学生・生徒一人につき２００万円以内 

◆返済期間　１０年以内 

（交通遺児、母子家庭の方は１１年以内） 

◆保証　(財)教育資金融資保証基金の

保証又は連帯保証人（１名以上） 

◆利率　年２.２％（２月14日現在） 

◆使いみち　学校納付金（入学金、授

業料等）／受験にかかった費用（受験料、

交通費、宿泊費）／住居にかかる費用（敷

金、礼金、家賃）／教材費、パソコン

購入費、学生の国民年金保険料等 

◆問合せ　国民生活金融公庫大館支店 

�０１８６－４２－３４０７ 

～クローン病、潰瘍性大腸炎のより良いＱＯＬを目指して～ 

市生活環境課よりお知らせ 
【ごみのカレンダー】 

 ４月からのごみ 

の収集カレンダー 

を広報３月16日 

号といっしょに 

配布いたします。１９年度と同様に

表（４月～９月）と裏（10月～３月）が

ありますのでご確認願います。 

【ごみの出し方】 

 自分の住んでいる地域でない集積所

にごみを出す方がおります。ごみの

袋に名前も書かないで出すため、ご

みの当番の方がその始末に大変難儀

をしております。絶対にやめてくだ

さい。また、事業所からのごみにつ

いても集積所には出さないで下さい。 

【ペットの放し飼い】 

　愛犬などの 

放し飼いによ 

り通行人が噛 

まれたり、他人 

の家の前でふ 

んをするケースが起きています。相

手の身になって適切な飼育をこころ

がけましょう。 

【阿仁斎場の廃止】 

　阿仁斎場の老朽化により、同施設を

３月31日で廃止することになりました。

４月からは「清幸苑」（米内沢長下）を

利用していただくことになります。ご

不便をおかけしますが、何卒ご理解い

ただきますようお願いいたします。 

問合せ  市生活環境課 �６２－１１１０ 

　　　  又は各支所市民福祉課 

交通災害共済  
不慮の災害共済  
加入受付中  

交通災害共済掛金 

不慮の災害共済掛金 
年間６００円 

年間４００円 

北秋田市に住民登録されている方、外 

国人登録されている方ならどなたでも 

加入できます。 

　平成２０年４月に小学校へ入学する

児童は交通災害共済掛金が無料です。

家族そろってのセット加入がおすす

めです。加入申込書は２月に全戸配

布しているほか、下記の場所にも設

置しています。 

申込先　市生活環境課 

　　　　各支所市民福祉課 

　　　　秋田銀行、北都銀行各支店 

問合せ　市生活環境課�６２－１１１０ 

春の全国火災予防運動

３月１日〜７日

「火は見てる あなたが離れる その時を」 
全国統一防火標語 

【いのちを守る３つの習慣】 

●寝たばこは絶対やめる 

●ストーブは燃えやすいものから離れた位置で使用する 

●ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す 

ゴミの分別・リサイクルにご協力を 

　古紙類はリサイクルの資源となっているだけでなく、

売却により市の貴重な財源にもなっています。「新聞紙」

「雑誌・本（薄い紙箱）」「ダンボール」の３種類に分別

し、指定日に出してください。 

古 紙 は 次 の

『 ３ 種 類 』 に

分けて下さい！

新聞紙・チラシ
雑誌・本�

（薄い紙箱）
ダンボール

※必ず紙ひもでしばってください 

●雨雪により濡れそうな場合は、紙ひもで縛ってから、指定ご

み袋に入れて出してください。

●新聞等の販売元から新聞紙等排出用の紙袋が渡されている場

合は、その紙袋に古紙類を入れて、必要に応じ、紙ひもで結

んで出してください。

■問合せ先　市生活環境課　　�６２-１１１０ 
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INFORMATION お知らせ INFORMATION お知らせ 

（診療時間 午後６：３０～９：００） 

■次の事項をご確認ください 

▼診療の対象となるのは応急の診察を要する

方です。仕事や職場の都合で夜間診療を受ける

場合は、診療に応じかねます。 

▼往診はしていません。年齢・病気の病状にか

かわらず事前に当番医に電話等でご相談ください。 

夜間当番医（　）日程表夜間
診療
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電話番号 

63－0105 

62－1101 

62－1155 

69－5300 

62－1455 

62－2261 

63－2700 

63－0515 

62－1400 

60－1055 

69－7311 

72－4501 

82－2351 

62－1455 

62－1146

医 療 機 関 名  

佐々木産婦人科医院  

盛 岡 外 科 医 院  

近 藤 医 院  

毛利整形外科クリニック 

北 秋 中 央 病 院  

津 谷 内 科  

たむら内科クリニック 

遠 藤 ク リ ニ ッ ク  

石川耳鼻咽喉科医院  

う え だ ク リ ニ ッ ク  

児玉内科クリニック  

公立米内沢総合病院  

阿 仁 病 院  

北 秋 中 央 病 院  

奈 良 医 院  

市立　　　図書館 

上杉あいターミナル　　�７８－９２９０ 

開館時間９：００～１７：００　 

※鷹巣図書館のみ31日は年次処理のため休館 
です。 

ひまわりの家 　　　　�７８－４０２５ 

鷹　巣 
森　吉 

鷹巣 �６２－３３１１ 

開館時間９：００ ～１７：００ 

森吉 �７２－３１９２ 

開館時間８：３０ ～１９：００ 

５、１２、１６、１９、２０、２６、３１日 

１、２、８、９、１５、１６、２０、２２、２３、２９、３０日 

３、１０、１７、２４、３１日 

３月の休館日  
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　北秋田市手数料条例が改正され、住民票の写しをはじめ各

種証明などの手数料の一部について、４月１日から金額が変

更されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎問合せ　 ①～⑦ 市市民課　　　�６２－１１１４ 

　　　　　 ⑧～⑫ 市税務課　　　�６２－１１１６ 

　　　　　 ⑬　　 市総合政策課　�６２－６６０６ 

４月から各種証明等一部の 
手数料が変わります 日　時　３月９日（日） 13:30～ 

場　所　四季美館　大ホール 

内　容　・スプリング★フォー 

リーダーの落合秀春氏は阿仁前田出身／「真

赤な太陽」、「津軽海峡・冬景色」等、ポップ

スから演歌まで幅広いジャンルの曲目のほ

か、「ふるさと秋田交通安全音頭」や「田んぼ

でジルバ」等オリジナル曲も多数演奏♪ 

・日舞鳳扇会　・民謡教授柏木妙子民謡教室 

※入場無料です 

問合せ　前田公民館　�７５－２１００ 

前田文化交流会

 

地域芸術文化活動事業

市営住宅入居者募集

南鷹巣団地･･･鷹巣字平崎上岱13-2 

①簡易耐火２階建 ３ＬＤＫ 浴槽・釜なし 

　月額　17,400円～28,900円（単身不可） 

②簡易耐火２階建 ２ＤＫ 浴槽・釜なし 

　月額　10,300円～12,900円 

③簡易耐火２階建 ２ＤＫ 浴槽・釜なし 

　月額　14,000円～23,300円 

※家賃は入居世帯の人員、所得等により変

動します 

敷　金　家賃の３ヵ月分 

入居資格　収入基準を満たすこと／住宅に

困窮していることが明らかなこと／租税公

課を滞納していないこと／その他、窓口に

て簡単な調査があります。 

募集期間　３月３日（月）～12日（水） 

　　　　　【但し土日を除く】 

申込み　市都市計画課、各支所産業建設課 

問合せ　市都市計画課　�６２－６６４１ 

　人事院では、次のとおり国家公務員採用試験を実施いたします。 

 

 

 

 

 

　なお、申込用紙の請求や受験資格等の詳しい内容につい

ては、下記までお問合せください。また、人事院ホームペー

ジでも確認できます。 

◎問合せ　人事院東北事務局　第二課試験係 

　　　　　�０２２－２２１－２０２２ 

◎人事院ホームページ 

　　　　　〔http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm〕 

国家公務員採用試験 

３月までの額１００円⇒４月からの額２００円 
証明などの種類 

①住民票及び戸籍の附票の写しの交付 

②住民票の記載事項の証明書の交付 

③身分・身元に関する証明書の交付 

④住民基本台帳閲覧手数料 

⑤外国人登録に関する証明書の交付 

⑥印鑑登録証明書の交付 

⑦印鑑登録手数料（新規） 

⑧諸税及び公課に関する証明 

⑨営業又は職業に関する証明 

⑩納税証明等の交付 

⑪公簿・公文書又は図面の閲覧手数料 

⑫資産に関する証明書の交付 

⑬認可地縁団体に関する証明書の交付 

 

単位 

１通につき 

１通につき 

１通につき 

１件につき 

１通につき 

１通につき 

１件につき 

１件につき 

１件につき 

１件につき 

１件につき 

１件につき 

１件につき 

試験名 

Ⅰ種試験（大学卒業程度） 

Ⅱ種試験（大学卒業程度） 

Ⅲ種試験（高校卒業程度） 

受付期間 

４月１日～４月８日 

４月11日～４月22日 

６月24日～７月１日 

１次試験日 

５月４日 

６月22日 

９月７日 

平成20年6月15日開催 

第59回 全 国 植 樹 祭 
テーマ

「手をつなごう�
���　森と水とわたしたち」
会場　北秋田市「北欧の杜公園」 

植樹祭シンボルマーク 

森
っ
ち 
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■期日　２００８年３月２８日（金）
■会場　北秋田市文化会館

■開演　６:３０pm（開場６:００pm）

　プレイガイド

日活書店　福助堂　長崎花屋　ひまわりの家

ウイング（ラポール内）　森吉公民館

オアシス　阿仁公民館　合川公民館　北秋協販

北秋田市中央公民館　北秋田市文化会館　　　　　

能代市文化会館　大館市民文化会館
　入場料金（全席自由）

▽一　　般／３，０００円（当日３，５００円）

▽小・中・高／１，０００円（当日１,５００円）

　※幼児の入場はできません

■主催・お問い合わせ

　北秋田市文化会館 　０１８６-６２-３３１１

Photo by CHEHO

�

�

【倉本裕基 くらもとゆうき】

　ピアニスト、作・編曲家。本

名・北野實。1951年9月10日、

浦和市生まれ。1986年、ＣＤ

デビューし、これまでに創作

したオリジナル曲は260曲

以上。テレビドラマの付随音

楽も多数手がける。代表曲は

「霧のレイク・ルイーズ」、「パ

リ冬物語」、「ロマンス」、など

多数。　韓国での人気も高く、

日韓両国の文化交流に大き

な貢献を果たした功績により、

2004年には第46回日本レ

コード大賞特別賞が贈られた。

夫人は北秋田市出身。

平成１９年度北秋田市文化会館自主事業
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山 菜 加 工 品 味 自 慢 大 会
　山菜やキノコ類など、北秋田地方ならではの「自然

の恵み」を使った加工食品の開発を目的として、オリ

ジナルの料理レシピによる家庭料理の味自慢大会を開

催します。主催は大館北秋田森林組合。同組合では、

応募された料理をヒントに新たな加工食品をつくり、

首都圏等での販売を計画しています。

　どなたでも参加（見学）できますので、多くの皆様

のご来場をお待ちしています。

■期日　平成２０年３月８日（土）

　　　　１１：００ＡＭ〜

■会場　北欧の杜公園パークセンター

■内容　料理レシピによる一次選考を経た応募者
が、実際に調理したものについて、説明と試食の後、
フードプロデューサーやデパートバイヤーらの審査
により順位が決定されます。

◎主催・問合せ　大館北秋田森林組合　

６２-１６６４

金


